


（12）

各
小
学
校
の
取
り
組
み
⑫

6 年　大平杏奈・川久保拓也・中島鈴香

活動場所の紹介
　中川小学校の学校林活動は昭和の初期から行われていました。昭和18年には大

規模な植林が行われ、以後も数年おきに下草刈り、枝打ち作業、補植作業が行われ、

薪や基地作り、道作りなどの活動をしてきました。昭和50年頃からは全校で秋の

遠足（虚空蔵山登山）と林間活動を行うようになり、昭和55年にはみどりの少年団

が結成され、さらに森林活動に積極

的に参加するようになりました。

　現在行われている「虚空蔵ふれあい

デー」は、学校の大きな行事となって

おり、全校で学校林へ出かけ、下草

刈りや間伐など学校林の世話をみん

なで行い、大事に守ってきています。

　学校を取り巻く環境として山林が多いため、地域に森林活動に携

わったり関心をもっている人がとても多いです。24年度の閉校後、

学校林をどうしていくのか、は大きな課題となっていますが、今後

森林学習に加えて、地域の学習や植物の様子などについても詳しく

教えていただいたり、児童の家族の方々にも多く集ってもらえるよ

うな企画をしたりして、学校を離れても地域の森林を大切にしたい、

ずっと守っていきたい、という思いがもてるようにしていきたいと

思います。

今後の夢、希望、活動計画など

　松本市の北部に位置し、東京芸術大学の小松敏夫教授によ
る設計で建てられました。三角屋根の時計台が目印で、周り
を緑に囲まれています。6月には「誠求の道大学」という行
事があり、地域の方や専門の方が講師となり、学校ではなか
なか学ぶことのできないことを教えてもらいます。9月には
「虚空蔵ふれあいデー」という行事があり、学校のうらにあ
る「虚空蔵山」にのぼり、下草刈りやネイチャーゲームをし
ます。11月の「中川まつり」という児童会行事では、各学
年の出し物を全校で楽しみます。私たちは、中川の自然にめ
ぐまれた環境の中で生活しています。

学校紹介

虚空蔵山での体験活動を通して
地域を大切にする思いを育む
長野県松本市立 中川小学校
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5 年　坪田大一・真田悠暉

活動の紹介

『仲良しデー』：この日は、１～６年生で協力して仲よく昼食

づくり。外では、拾ってきた薪で火をおこします。この火で

1時間ほど煮込んだカレーは、とってもおいしくなります。

　会田小学校の校歌にも歌われている虚空蔵山は、昔から地域の方々が

大切にしてきた山でした。私たちも、学有林作業や『仲良しデー』、遠

足などの行事を通して、この山の自然とふれ合い、関わり合って1年間

を過ごしています。これからも、山がもたらしてくれる恵みや自然の美

しさを感じながら、学有林での活動に取り組んでいきたいと思います。

おわりに

標高 1139 ｍの虚空蔵山のふもとに会田小学校
があります。

学校紹介

自然の中の全校活動

長野県松本市立 会田小学校

殿村遺跡：戦国時代に
は会田氏がこの地を治
めていました学校付近
では東日本最古級の石
垣が出土しました。

総合的な学習の時間：『会田っ子タイム』で 1年間学習
したことをまとめ、全校・保護者の皆さんに発表します。
緊張するけど、みんなに聞いてもらえてうれしいです。

『赤松』がよく育つように、下草刈りをします。春

の学有林作業で刈った枝は、秋に拾いにいきます。
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